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1 はじめに

社会の情報化に伴い教育の情報化 も求められるよう

になった｡新 しい学習指導要領でも,すべての教員に

よるすべての教科での教育の情報化 (授業や校務への

ICT活用と情報教育)が求められている｡文科省は教員

のICT活用指導力の基準を定め,その最新の調査結果

では,教材研究 ･指導の準備 ･評価などにICTを活用す

る能力を持っていると答えた教員が花6%,以下同様に,

授業中にICTを活用して指導する能力が56.4%,児童生

徒の ICT活用を指導する能力が58.5%,情報モラルなど

を指導する能力が66.8%,校務にICTを活用する能力が

67.0%との結果であった｡ しかし,実際はこの倍よりさら

に低いと感じられ,教員の教育の情報化実践力をどのよ

うに育てるかが大きな課題となっている｡

教育の情報化を実践するためには,様々な知識やスキ

ルが必要となる｡本稿では,このうち情報検索を取り上

げ,授業準備や校務における情報検索や,児童 ･生徒の

情報検索能力育成に必要な能力を身につけさせるために

教えるべき知識を整理する｡

2 教育の情報化における情報検索

本章では,教育の情報化を実施するにあたって,敬

員が行うこととなる情報検索に関する事項について整理

する｡

2.1 教員による情報検索

教員が情報検索を行う場面として,授業計画における

事例収集と,教科指導で利用する資料収集の二つに大き

く分けられる｡

前者で収集する資料とは,学習指導計画や学習指導案,

および,授業実践などの記録である｡年間の指導計画や

単元ごとの指導案を作成する場合,多くの教員によって

生み出されてきた過去の実践結果を参考にすることは有

効である｡もちろん,そのような実践結果がすべてよい
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例とは限らないし,また,人の実践結果をそのまま利用

することは,教属の個性や児童 ･生徒の状況の違いから

無理がある｡したがって,過去の実践結果を参考に,負

分なりの,自分が受け持つ児童 ･生徒に適応した計画や

指導案を作ることが重要なのは言うまでもない｡

後者で収集する資料とは,授業で利用する教材そのも

のや,教材を作るための素材である｡教材を検索するた

めにはどのような教材が必要なのかについてしっかりと

イメージを持つ必要がある｡一方で,検索を経て様々な

教材を見つけることで,新たな指導方法を思いつくとい

う効果もある｡

これらの資料は紙媒体でも多く存在し,さまざまな情

報源からの収集や,収集 した資料をどのように教育に活

用する､かが,教員にとって根本的に必要な能力である｡

このことに加えて,教育の情報化を実践するためには,

インターネットや DVDなどの電子情報源から情報を収

集する能力を身につける必要がある｡

2.2 児童 ･生徒の情報検索の能力育成～

児童 ･生徒の情報検索に関する能力を育成する機会と

しては,児童 ･生徒自ら資料を集めることになる調べ学

習など課題追求型学習が代表的である｡これ以外にも,

授業内のちょっとしたアクセントとして授業で扱う対象

(たとえば物語の著者や歴史上の事件など)について調

べさせるという活動なども考えられる｡

教員には,このような児童 ･生徒による情報検索活動

を教科指導や総合的な学習に組み込める能力が大前提と

なる｡そして,児童 ･生徒に情報検索を行わせるために

は,検索対象に適した情報源の選択方法や具体的な検索

方法を数える能力を身につける必要がある｡

2.3 教員に必要な情報検索に関する能力に対する

様々な報告

文科省による教員に必要なICT活用能力を示した ICT

活用基準1)では,授業への利用,児童 ･生徒への指

辛,校務への利用に,情報検索に関係した項目 (A-2,

C-1,E-1)がある｡

米国ISTE(IntemadmalS∝iebrforTechnologyinEducadon)

による教員の情報技術の指標を示 したNETS･T(The

NationalEducationalTechnologyStandardsforTeachers)2)

では,一般教養課程においTJ情報を収集 ･評価する技術

を身につけるべきとし,専門課程においては児童 ･生徒

が用いる情報源の評価や,児童 ･生徒が情報資源の応用

を考える授業を設計する能九 教育実習においてはその

ような授業を実施する能力,教員 1年目においては,収

集した情報を評価する方法を教える能力を習得すべきと

している｡

英国TTA (TeacherTrainingAgency)は,教員に対して,

情報源の特急 効果的な検索方法の検討,検索の実行,

収集した情報の構造化,収集した情報の評価ができる能

力を要求している3)0

日本教育工学振興会による教員のICT活用指導力規準

表4)における情報検索の項目としては,教材資料の収集

(2-2-②,3-2-②),児童 ･生徒の指導 (3-4-③),

校務への利用 (5-1-(丑)のレベル 1(新任教員)に記

述がある｡レベル2(一般教員)になると収集した資料を

加工する能力が含まれてくる｡ また,ICTを活用して指

導できる基準5)では,情報検索に開通した項目が100以

上並んでいる｡

3 教員に必要な情報検索に関する細論

本章では,前章で示した事項を実行するのに必要な具

体的な知識を整理する｡

3.1 データベースとWWW
電子的な情報が収められている代表的な情報源がデー

タベースとwww (worldWideWeb)である｡そこで,

情報源としてのWWWとデータベースの特徴を知ってお

くべきであろう｡

データベースとはあるテーマに沿った情報を容易に取

り出せるように情報を構造化 し保存したものであり,情

報の信濃性も高く,情報収集のための情報源として最適

である｡データベースは特定の場所でしか使えなかった

り,-つのシステムとして販売されているものであった

りし,学校教育の場では利用し難かったが,近年は,多

くのデータベースがWWW上に構築されたり,webイン

タフェース (webページからデータベースを利用できる

インタフ五一ス)が提供されたりするなど,利便性が高

くなっている｡

wwwは膨大な量の情報が含まれ,そして,日々情報

の追加更新が行われている点が最大の利点である｡しか

し,誤った情報も多く,また,整理もされていないため,

適切な情報を手に入れることが錐しいという問題がある｡

初期の頃は人手で分類を行うディレクトリ型検索エンジ

ンが作られていたが,情報が増えるに従って人手による

分類が不可能になり,一般的には姿を消していっている｡

現在は,クローラと呼ぶプログラムによって自動的に

www上の情報を収集し,検索が行えるように索引を生

成するロボット型検索エンジンが主流である｡ここ数年,

いかに適切な情報を検索できるようにするかの技術の研

究が盛んに競われている｡
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上記に合わせて,学士レベルの教養としては, WWW

とデータベースの構造を学ぶとよいであろう｡ これは,

情報の関係を表すモデルでもあり,情報を自分で整理し

保有する能力の向上につながる｡

3.2 webページの検索と検索式

ロボット型検索エンジンでWWW上の情報を検索する

ためには,自分の目的に合ったwebページに含まれるで

あろう,もしくは,含まれないであろう単語を予想して,

それらを組み合わせて検索の条件として用いる｡した

がって,この条件の指定方法 (検索式)について知って

おく必要がある｡菅谷らの研究6)でも検索式の構造 (蘇

哩)の知識が情報検索能力の差を生みだしていることが

示されている｡

もっとも単純な検索式は単語一つからなるもので,そ

の単語が含まれるwebページを検索できる｡複数の単語

を空自で区切ると,すべての単語を含むwebページを検

索するAND 検索が行え,一方 単語の問にORを記述

するとそれらの単語のどちらかを含むページを検索する

oR検索が行える｡また,単語の前にNOTを記述すると

その単語を含まないという条件を与えるNOT検索が行

える｡.さらに,自然な文章を与えて検索することもでき

る｡自然な文章を与えると,形態素解析などの技術で自

然文を分解し,重要な単語を選び出して,それを基に検

索が行われる｡逆に,この機能があるために,たとえば

"情報検索"を与えると,"情報''と "検索"の二つの単

語を用いた検索が行われる｡ また,"インタフェース"を

与えた場合でも "インターフェース"など表記のゆれを

考慮した単語の検索が行われる｡もしも "情報検索"や

"インタフェース"が含まれるページだけを検索したい場

合は,フレーズ検索を用いる必要がある｡さらに,前方

一致や後方一致などの条件を指定することもできる｡ な

お,検索エンジンによって,式の記述法が異なるという

問題があることを知っておく必要がある｡

さらに,学士レベルの教養知識として,正規表現につ

いて学ぶとよいであろう｡正規表現はある規則性を持っ

た複数の文字列を一つの文字列で表記する方法で,文字

列を検索するときなどに用いられる｡標準規格も定めら

れている｡

3.3 マルチメディア素材の検索

教材用の素材収集では動画や画像を探すことも多く,

www から動画像を検索する方法についても知っておく

べきであろう｡

現在は,多くの検索サイトで動画像用の検索イン

タフェースが提供されている｡また,"picsearch"☆1や

"kalooga"☆2など動画像検索を専門に扱った検索サイトも

ある｡これらの検索サイトでは,クローラによってweb

ページ内の画像を収集し,画像につけられているキャプ

ションや画像が埋め込まれている周辺の文章を解析して

索引を作成することで,キーワードによる画像検索を可

能にしている｡

また,画像類似検索の技術が研究されており,いくつ

かの検索サイトで試験的に公開されている｡この技術が

完成すれば,ある画像に似た画像を検索することができ

るようになる｡

3.4 ポータルサイ ト･データベースサイ ト

検索サイトを用いた情事剛文集はⅥW 空間に散らばっ

たあらゆる情報を見つけることができるが,目的としな

い結果を排除する手間もある｡この間題を解決する一つ

の手法として,特定のテーマに沿ったwebサイトへのリ

ンクサイト(ポータルサイト)やデータベースサイトを利

用すればよいことを知っておくべきである｡

たとえば,"学習指導案を掲載しているページ"☆3には

様々な指導案のデータベースサイトが,教育情報ナショ

ナルセンターのサイトには授業に利用できるデジタルコ

ンテンツが,"教育用画像素材活用事例集"☆4には,授業

に利用できる画像素材と共にその画像の活用方法が集め

られている｡

動画像に関しては,多くの共有サイトが存在し,情報

源として利用できる｡一般的な画像を集めたものとして

は "ウイキメディアコモンズ'☆5が有名であるし,画像共

有サイトとしてぼ "nickr"☆6や "フォト蔵"☆7, 動画では

"YouTube"☆8などがあるO特定の画像をターゲットとし

た "インターネット生物図鑑"のようなデータベースサ

イトも多くある｡

また,児童 ･生徒向けのコンテンツだけを対象にした

検索サイトとして "Yahoo!きっず ☆9や "キッズgoo"☆10

などがある｡情報が限られているという欠点があるが,

情報の選別が難しい低学年の児童 ･生徒に情報検索を行

わせる場合には利用価値があるであろう｡

3.5 本の検索

情報の電子化が進んではいるが,まだまだ紙媒体でし

か手に入らない情報も多くある｡その最たるものが本 (普

籍や雑誌)である｡そのため本の見つけ方も重要となる｡

そして,本情報自体は電子化されているので,結局のと

ころコンピュータを用いた情報検索の出番となる｡

図書館の蔵書は図書館ごとにデータベースが構築され

ており,先に述べたようにWWWからも検索を行えるこ

とが多い｡図啓館同士が連携をしていれば,借りること
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ができる図書館を調べることもできる｡ 本のデータベー

スでは題名や著者名,発行者名や発行年を指定して検索

できることが特徴である｡

囲嘗館のデータベースでは蔵書しか検索できないが,

書店のwebサイトを用いると,流通している本を対象と

した検索が行える｡また,書店のwebサイトでは書籍

のレビュー,ある書籍を購入した人が他にどのような書

籍を購入しているか,あるテーマに沿った書籍のリスト

など,関連書籍を見つけるのに便利な機能が提供されて

いる｡

書籍には様々な分類法があることも知っておくべきで

ある｡しかし,電子的な情報検索が主流となってきてい

る現在,図書分類法の重要性は,図番館内での蔵書め

保管場所を探すための鍵とすることと,情報分類法の

一方法としての知識程度であろう｡ 一方,すべての書

籍に一意につけられるISBN (IntemationalStandardBook

Number)は,ある情報源で見つけた書籍を,別の情報源

で検索するときの最も有効であるキーとして,その存在

を知っておくべきである｡ 1

3.6 情報法 ･倫理 ･セキュリティ関連

検索して手に入れた素材の利用では,著作権やライセ

ンスについて注意しなければならないことを確認すべき

である｡

授業や研修内で利用するだけであれば問題ないが,学

級通信への利用や他の教員への提供を行うことは,著

作権の制限の範囲外になるO英語版の協hooやgoogle,

フォト蔵などでは著作権やライセンスを検索条件に含め

ることができ,また,ウイキメディアコモンズではすべ

ての画像に利用条件が示されているので,著作権処理が

面倒な場合に便利である｡

また,インターネットを利用することになるため,イン

ターネット利用にまつわる法や倫理,特にセキュリティ

に関する知識を学んでおくことが必要となる｡

3.7 集合知 ･人力検索の活用

現在のWWW は,だれもが受信者であり発信者である

という点が特徴となっている｡ この特徴を支える概念が,

多くの人の知恵を集めることで大きな知恵を形成するこ

とができるという集合知であり,その代表的な応用例が

"wikipedia"☆llである｡Wikipediaからは紙媒体の辞典に

はおおよそ掲載されていない情報についても得ることが

できる｡ もちろん情報の倍悪性に気をつけなければなら

ないことは言うまでもない｡

もう-つの代表例をあげるとすると,ブックマークを

共有するソーシャルブックマークがある｡ソーシャルブッ

クマークを利用すると,自分がブックマークしたwebペー

ジをブックマークしている人が他にどのようなwebペー

ジをブックマークしているか,最近どのようなwebペー

ジが注目されているかなどを知ることができ,情報検索

の一つの方法として利用できる｡

また,能動的に人から情報を得る方法として掲示板等

の利用がある｡質問と回巻に特化したサービスをナレッ

ジコミュニティや人力検索などと呼ぶ｡特に,質問には

ポイントが必要で,逆によい回答をするとポイントがも

らえるといったポイント制を導入したサイトは,回答の

信頼性が向上するため,情報収集-の利用にも適して

いる｡

3.8 児童 ･生徒の情報検索能力育成における考慮点

情報検索能力はインターネットの利用経験や情報検

索の経験に影響を受けることが数々の研究で示されてい

る｡つまり,児童 ･生徒の情報検索能力を高めるには,

とにかく経験を積ませることにある｡また,前述した検

索式の知識を与えることに加え,検索方法を教示するこ

とで情報検索の質が上がることも示されている7)Q

一方,現在の検索エンジンにおける情報検索は,必要

とする情報を表現するキーワードをいかに適切に指示す

るかにかかるため,児童 ･生徒の語衆力 (国語カ)にも

依存する8)｡したがって,国語力が不十分な低学年では,

キーワード生成の過程を補助する必要があると考えられ

る｡また,高学年では情報検索能力には男女差があると

いう報告もある9)｡高学年になると複雑な検索を行うと

予想され,この場合,www という無秩序の複雑な空間

を辿りながら情報を探す行為となり,空間把瞳能力が重

要になる｡空間把捉能力は一般に男性の方が高いと言わ

れており,情報検索能力の男女差はこのことに起因して

いるかもしれない｡このように,情報検索能力の育成に

は,様々な能力の育成が必要なことを把接しておく必要

がある｡

なお,これらのことは,教員の情報検索能力育成にお

いても同じであることは音うまでもない｡

4 おわりに

本稿では,授業準備や校務における情報検索や,児

童 ･生徒の情報検索能力育成に必要な能力を身につけさ

せるために数えるべき知識を整理した｡今後,教員養成

と現職教員研修の場でこの内容の教育を実践し,本稿の

主張を検証するとともに,情報検索以外の能力について

整理することが課題である｡
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